R６年度の事業報告書

　　R6年4月1日からR7年3月31日まで


法人名　特定非営利活動法人ブエンカミーノ

１　事業の成果

　【就労訓練事業】
　団体発足以降、ひきこもり状態や自立に困難を抱える若者らの自立支援として就労訓練事業や共同生活事業を行ってきたが、近年は長期間に渡る自立支援を提供する機会が年々減ってきている。兼ねてより課題であった民間団体ゆえの利用者負担の軽減への打開策とし、熟考を重ねた結論として、国の制度事業（障害福祉サービス事業）としてブエンカミーノにおける自立支援を実施することを決断。ブエンカミーノの拠点所在地が土砂災害警戒指定区域であることから福祉サービス事業の許認可を受けることが叶わず、本年度2月にグループ団体として一般社団法人プエルト（事業所住所／可部3丁目20－26）を設立。来年度6月の就労移行支援事業所ジョブカミーノの開設に向けて大きく駒を進めた期末であった。プエルトが運営する就労移行支援ジョブカミーノの外部就労先としてブエンカミーノの持つ支援資源を最大限に活用し、これまでの若者支援の知見を活かしたブエンカミーノらしい障害福祉サービス事業を今後展開していくことが見込まれる。　

【共同生活事業】
今年度は合計42名の10代～30代の若者が当団体のシェアハウスを利用した。主には、全国各地からの短期農業体験希望者で、日中は農業や居場所事業などの手伝いをしつつ、数日～3週間共同生活を送った。それぞれが親元や日常を離れた生活を送り、自然の中で体を動かしたり、規則正しい生活、仲間との交流、スタッフとの対話などを通し、新たな進路に向けての決断をしたり、自分を見つめ直す機会を得た。

【農林業】
今年度も夏と秋に収穫祭を実施。それぞれに100名ほどの参加者があった。それぞれの収穫祭を若者ワークキャンプと掛け合わせることで、地域の子育て親子（重度障害児グループ含む）と若者ら、が協働する多世代交流の場となり、団体が理想とするユニバーサル農業の実践となった。ブエンカミーノ農場での収穫野菜は地域のスーパーや産直市で販売。若者らと行う農業は、時期によって人手不足が年々の課題であったが、昨年より開始した農業ボランティアの会が軌道に乗り、春～秋にかけて毎週3日10名前後が野菜の袋詰めボランティアに参加。野菜の袋詰めを行いながら、地域住民が集い、そこへ団体が支援する若者や、不登校親子、乳幼児親子などが混じることで、生き生きとした世代間交流が見られた。規格外の野菜は居場所拠点であるコミュニティカフェの食材として利用したり、農業ボランティアさんへ分配するなどで、廃棄野菜がほぼゼロに。農業を介した地域コミュニティ活性化の可能性に手ごたえを感じる一年であった。

【ワークキャンプ事業】
今年度は合計3回のワークキャンプを5月、8月、11月に実施。合計55名の若者が全国から集まった。半数以上がリピーターで、近況報告や悩み相談の後日談などを持ち寄り、断続的であっても確かな繋がりとコミュニティ形成が成されていることが実感できる。日中は農作業などで仲間と協働、夜はミーティングや交流会で仲間の話に耳を傾けることで、非日常の空間で自分自身を見つめ直す機会となっている。重大な課題を抱えている若者に対しては、スタッフによる個別カウンセリングも並行して実施し、ワークキャンプ終了後も電話やSNSなどでいつでもフォロー出来る支援体制で臨んでいる。

【地域共生・まちづくり事業】
2022年11月に開所した「地域交流フリースペースOKAZAKI（通称：岡崎ハウス）が2周年を迎えた。利用者は去年より倍増。コミュニティカフェ岡崎キッチンの集客も去年比で倍増。毎日子連れや高齢者で賑わう地域の多世代交流拠点として定着したことを実感する一年だった。常設の居場所事業として行政関係者（保健福祉センター、区のまちづくり課など）らの見学も増加し、地域の民生委員による定例会や福祉連絡会などからの講演依頼も複数回受けた。また安佐北区社会福祉協議会が新たに居場所事業連絡協議会を発足する運びとなり、地域の主要居場所事業として招致されるなど、居場所事業としての認知が急速に広まったと感じる。周年イベントとして11月23日には子育てフェスタを実施。普段から居場所を利用する乳幼児親子や高齢者によるフラダンスグループなど、多世代が交流する賑やかなイベントとなった。また、月見コンサートや餅つき、ハロウィンなど季節イベントを織り交ぜた地域食堂ぶどうの木も定着し、毎回100名前後が訪れる地域イベントとして実施することが出来た。
地域における居場所事業の手ごたえを実感する一方、カフェ売り上げが倍増したにも関わらず、やはり民間助成金の補填なしには自主事業として成り立たせることは出来ず、居場所事業の収益性についての限界を知る一年でもあった。公募型の民間助成金ではなく、行政委託などの安定収益をどう確保していくのかが来年度の課題である。

【こども居場所事業】
「安佐北フリースクールOKAZAキッズ」は、昨年度1月に週三回のフリースクール事業となってから今年度で丸一年を迎えた。学生や地域住民、キャリアブレイク中の若者らに、ボランティアとして関わってもらいながら、自然体験、学習、アート活動、季節行事など、年間を通じて彩豊かな活動を行えたように思う。学校機関やスクールソーシャルワーカとの連携が進み、毎月の出席状況報告書や電話、見学、などを通じて生徒及び家庭の様子などを共有することが出来ている。また、地域の小児科、訪問看護ステーションへの活動説明や見学会を随時行っていることから、それらの機関から紹介を受けて見学に来る親子も増えている。

　【障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業】
　今年度は活動なし

【相談啓蒙事業】
今年度は、不登校・ひきこもり・無業状態などの電話相談が21件、講演依頼は広島県内3カ所、県外では、日韓若者フォーラム（横浜）、自由の森学園公開研究会（埼玉県）、農福連携技術支援員の講習会（茨城県）、などでそれぞれ若者支援や、農福連携についての講演を行った。




２　事業の実施に関する事項
(1)　特定非営利活動に係る事業
	事 業 名
(定款に記載した事業名)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の
実施日
(B)当該事業の
実施場所
(C)従事者の人数
	(D)受益対象者の範囲
(E)人数
	事業費の金額
(単位：千円)

	就労訓練事業
	農業を通して就労に必要な体力や社会的スキルを身に付ける
	（A）年中
（B）安芸高田市八千代（農場）、安佐北区亀山（農場）
（C）スタッフ4名
　　ボランティア5名
	（D）広島市、及び全国の概ね若者
（E）44人
	700千円

	共同生活事業


	団体シェアハウスにて共同生活をしながら、対人コミュ二ケーションや、生活スキルを身に付ける
	（A）年中
（B）安佐北区亀山（シェアハウス）
（C）スタッフ4名
　　ボランティア1名
	（D）広島市、及び全国の概ね若者
（E）42名
	200千円


	農林業
	農林業による生産・卸販売、及び収穫祭の実施
	（A）年中
（B）安芸高田市八千代（農場）、安佐北区亀山（農場）
（C）スタッフ3名
　　ボランティア16名
	（D）広島市在住の全ての年代
（E）500名
	3,804千円

	ワークキャンプ事業
	10代～40代の若者が参加する農業型ワークキャンプの実施
	A）年3回
（B）安芸高田市八千代（農場）、安佐北区亀山（農場、古民家）
（C）スタッフ3名
　　ボランティア16名
	（D）広島市、及び全国の概ね若者
（E）55名
	177千円

	地域共生・まちづくり事業
	地域交流フリースペースOKAZAKIの運営
＊コミュニティカフェ
＊子育てサロン
＊農業ボランティア
＊フリースペースの提供
	（A）月・水・金
10:00～16:00
（B）安佐北区亀山8－19－18
（C）スタッフ4名、ボランティア20名
	（D）安佐北区亀山中学校区、及び近隣住民
（E）700名

	8,810千円

	こども居場所事業
	安佐北フリースクール
OKAZAキッズの実施・運営、サマーキッズ、スプリングキッズなどの預かり事業
	（A）月・水・金
10:00～16:00
（B）安佐北区亀山8－19－18
（C）スタッフ2名、ボランティア5名
	（D）広島市在住の小学生
（E）96名
	3,527千円

	相談啓蒙事業
	「暮らすこと」「働くこと」に関する相談・カウンセリング、講演
	（A）年中
（B）安佐北区亀山8－19－18
（C）スタッフ2名
	（D）安佐北区亀山中学校区、及び近隣住民、他団体による講演会等
（E）500名

	0千円

	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく障害福祉サービス事業
	
	活動なし
	活動なし
	0千円


計17,218千円
 (2)　その他の事業
　
　実施しなかった


（備考）
１　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
　２　２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、当該事業年度にその他の事業を実施しなかった場合、「実施しなかった」と記載する。
